
平成 30 年度 文京区立本郷小学校 授業改善推進プラン（算数科） 

身
に
付
け
さ
せ
た
い
力 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

・ 
 
 

２ 
 

年 

○数についての感覚を豊か

にする。 

○数の意味や表し方につい

て、理解できるようにす

る。 

○量の大きさについての感

覚を豊かにする。 

○図形についての感覚を豊

かにする。 

○数量やその関係を言葉、

数、式、図などに表したり

読み取ったりすることが

できるようにする。 

○加法及び減法の意味につ

いて理解し、それらの計算

の仕方を考え、用いること

ができるようにする。 

（１年） 

○乗法の意味について理解

し、その計算の仕方を考

え、用いることができるよ

うにする。（２年） 

 

  

３ 
 

年 

○乗法についての理解を深め、適切に

用いることができるようにする。 

○除法の意味について理解し、その計

算の仕方を考え、用いることができ

るようにする。 

○小数及び分数の意味や表し方につ

いて、理解できるようにする。 

○長さ・重さ及び時間の単位と測定に

ついて、理解できるようにする。 

○図形を構成する要素に着目して、二

等辺三角形や正三角形などの図形

について、理解できるようにする。 

○数量やその関係を言葉・数・式・図・

表・グラフなどに表したり、読み取

ったりすることができるようにす

る。 

○数量や図形についての感覚を豊

かにする。 

○身の回りの事象をデータの特徴

に着目して捉え、簡潔に表現した

り適切に判断したりする力を養

う。 

５ 
 

年 

○整数の性質についての理解を深める。 

○小数の乗法及び除法や分数の加法及び

減法の意味についての理解を深め、そ

れらの計算の仕方を考え、用いること

ができるようにする。 

○三角形や平行四辺形などの面積及び直

方体などの体積を、求めることができ

るようにする。 

○測定値の平均及び異種の二つの量の割

合について、理解できるようにする。 

○平面図形についての理解を深めるとと

もに、角柱などの立体図形について、

理解できるようにする。 

○数量の関係を考察するとともに、百分

率や円グラフなどを用いて、資料の特

徴を調べることができるようにする。 

４ 
 

年 

○除法についての理解を深め、適切に

用いることができるようにする。 

○小数及び分数の加法及び減法の意

味を理解し、計算の仕方を考え、用

いることができるようにする。 

○概数について理解し、目的に応じて

用いることができるようにする。 

○面積の単位と測定について理解し、

図形の面積を求めることができる

ようにする。 

○角の大きさの単位と測定について、

理解できるようにする。 

○図形を構成要素及びそれらの位置

関係に着目して考察し、平行四辺形

やひし形などの平面図形及び直方

体などの立体図形について、理解で

きるようにする。 

○数量やその関係を言葉・数・式・図・

表・グラフなどに表したり、調べた

りすることができるようにする。 

６ 
 

年 

○分数の乗法及び除法の意味についての

理解を深め、それらの計算の仕方を考

え、用いることができるようにする。 

○円の面積及び角柱などの体積を求める

ことができるようにするとともに、速

さについて理解し、求めることができ

るようにする。 

○縮図や拡大図、対称な図形について理

解し、図形についての理解を深める。 

○比や比例について理解し、数量の関係

の考察に、関数の考えを用いることが

できるようにする。 

○文字を用いて式に表すことができるよ

うにする。 

○資料の散らばりを調べ統計的に考察す

ることができるようにする。 



 

 

 

 

 

 

児
童
の
実
態 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○１から１０の数字の読み書き

は全員ができる。 

○「いくつといくつ」（数の構成

の理解）やたし算、ひき算の

定着にはまだ個人差が見られ

るために、計算の際にブロッ

クなどの具体物が必要な児童

もいる。 

○操作では計算ができても、式

を作ることができなかった

り、言葉での説明が十分にで

きなかったりする児童がい

る。 

○文章題の内容を掴めなかった

り、問題場面を式に表すこと

ができなかったりする児童が

いる。 

○計算を行うとき、指を使いな

がら行う児童がいる。 

 

３ 
 

年 

○ほとんどの児童は基本的な計

算技能が身に付いている。 

○問題が解けていても、自分の

考えを説明することに対して

消極的な児童と積極的な児童

と二極化している。 

○学習内容を理解していても、

それを活用する力が弱い。 

○学習した内容をノートに記述

したり、それを使って説明し

たりすることについて、児童

間の差が大きい。 

○問題を考える際に、解き方を

技能として身に付けることは

できているが、演算決定の根

拠や説明が苦手な児童が多

い。 

○時刻と時間についての知識の

定着が不十分な児童が見られ

る。 

５ 
 

年 

○新たな課題に対して既習事項

を用いて答えを出すことに意

欲的な児童が多いが、独自の

考え方を出そうとする児童は

限られている。 

○数直線を用いての演算決定の

方法など、既習スキルの定着

や活用が不十分な児童が見ら

れる。 

○技能の定着度の差が大きい。

かけ算やわり算の計算段階で

の計算ミスや計算に時間がか

かるため、課題に対して正答

に辿り着きづらい児童がい

る。 

 

２ 

年 

○繰り上がりのあるたし算、繰

り下がりのあるひき算の仕方

についてはほとんどの児童が

理解できている。 

○問題を考える際に、解き方を

技能として身に付けることは

できているが、演算決定の根

拠や説明が苦手な児童が多

い。 

○計算にかかる時間の個人差が

大きい。 

○長さや水のかさの単位変換が

苦手な児童が見られる。 

○時刻と時間についての知識の

定着が不十分な児童が見られ

る。 

４ 
 

年 

○問題に対し、図を手掛かりに

解こうとする児童が増えてき

ている。 

○一つの問題から複数の考え方

を出すことのできる児童が少

ない。 

○自分や友達の考え方を分かり

やすく説明できる児童が少な

い。 

○学習内容の定着において、個

人差が大きく、繰り返し反復

練習する時間を確保する必要

がある。 

○手先を思うように動かせず、

作図が苦手な児童が多い。 

６ 
 

年 

○自力解決の場面において、既

習事項を生かして自分の考え

をノートに表現できる児童は

多いが、個人差が大きく説明

が苦手な児童が見られる。 

○計算の処理能力を高めること 

の関心・意欲が高い児童が多

い。 

○分数の文章題に苦手意識をも

つ児童が多く、除法と乗法を

逆に立式してしまうことが多

く見受けられた。計算はでき

るが、立式や約分することに

ついての理解が深まっていな

い児童がいる。 



 

 

 

授
業
改
善
の
具
体
的
な
手
立
て 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①整理して表す 

②言葉・図・式を用いて表   

す 

③比べる活動をする 

④見付ける 

⑤作る・分解する 

⑥式に表す 

⑦式に場面を結び付ける 

○興味をもって取り組めるよ

うに、身の回りのものや具体

物を用いた活動を積極的に

取り入れる。 

○分かりやすいノート作りを意

識させる。 

○ブロックなどの具体物の使用

や、プリントによる計算練習

をくり返し行い、計算を念頭

操作で行えるようにしてい

く。 

○全体で発表する前に、少人数

グループで全員が発表する機

会を設け、安心してみんなの

前で発表できるようにする。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を効果

的に活用し、視覚的に理解し

やすいようにする。 

 

 

３ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①問題意識をもたせる 

②自分の考えをもつ 

③考えを自分が分かるよう表現

する 

④具体物・図・数直線で表す 

⑤比べる  ⑥調べる  

⑦作図する ⑧分類整理する 

⑨式に表す  

○目的意識をもたせるために、

単元の導入を工夫することを

中心に、何を学ぶのかを明確

に伝えられるようにする。 

○既習の学習事項を使って、自

分の考えの根拠や問題解決の

過程をノートに書く活動を多

く取り入れる。 

○友達の考えた式や図を読む活

動を意図的に取り入れる。 

○単元後も学習した内容の問題

を繰り返し解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を効果

的に活用し、視覚的に理解し

やすいようにする。 

○ペアや少人数での話し合い

で、自分の考えを言葉にした

り、友達の考えの分かりやす

い説明の仕方を紹介したりす

ることで表現力を高めてい

く。 

○数学的活動や身の回りのも

の、既習事項を活用して問題

を解く学習を取り入れ、児童

の興味・関心を高めていく。 

５ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①見付ける ②見通しをもつ   

③仕方を考える ④解決する 

⑤関係を調べる ⑥説明する 

⑦考えを深める   

○ノート指導を通して、既習事

項を活用し、算数的な考え方

を基に自力解決できるよう

にする。 

○少人数での話し合い・集団で

の考え方の練り上げが充実

するよう、話し合い活動に重

点を置いて指導する。互いの

考えを比較・検討し、振り返

って考える時間を確保する。 

○図や数直線、数の置き換え等

を活用し立式する力を育成す

るために、文章問題を意図的

に学習に取り入れる。 

○単元後も学習した内容の問題

を繰り返し解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○作図問題の反復や、ペアでの

確認作業を行うことで、作図

の技能を高めていく。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を活用

し、視覚的に理解しやすいよ

うにする。 



 

２ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①見付ける ②構成する 

③観察する ④見当を付ける 

⑤測定する ⑥書く ⑦作る 

⑧敷き詰める ⑨図や式に表す 

⑩説明する 

○ノートは見開きで使用し、友

達が見ても分かりやすいノー

ト作りを指導していく。 

○思考・表現力を伸ばしていく

ため、１時間の中で思考する

場面を意図的に設定してい

く。 

○教師が説明の仕方を示した

り、友達のわかりやすい説明

を紹介したりすることで、表

現力を高めていく。 

○単元後も学習した内容の問題

を継続的に解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○ペアや全体での学び合いを通

して、「今まで気付かなかった

ことが気付けた。」と児童が実

感できる授業を行っていく。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を活用

し、視覚的に理解しやすいよ

うにする。 

  

４ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①見積もりをする 

②説明する 

③敷き詰める 

④性質を調べる 

⑤共通点や関係を見付ける 

⑥表やグラフを用いて表す 

⑦調べる 

○ノート指導を通じて「数直線」

「言葉の式」「関係を表す図」

等にかき表せるようにし、複

数の考えをもてるようにす

る。それを手掛かりとして解

き方や考え方が広がるように

する。 

○既習の学習事項を使って、自

分の考えの根拠や問題解決の

過程をノートに書く活動を多

く取り入れる。 

○ペアやグループでの話し合い

の活動を取り入れる。 

○単元後も学習した内容の問題

を繰り返し解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○作図問題の反復やペアでの

確認作業を行うことで作図

の技能を高めていく。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を活用

し、視覚的に理解しやすいよ

うにする。 

 

６ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①見付ける ②見通しをもつ   

③仕方を考える ④解決する 

⑤関係を調べる ⑥説明する 

⑦考えを深める    

○ノート指導を通して、既習事

項を活用し、算数的な考え方

を基に自力解決できるよう

にする。 

○少人数での話し合い・集団で

の練り上げが、より合理的な

表現や考え方に高まるよう、

話し合い活動に重点を置い

た指導を行う。 

○図や数直線、数の置き換え等

を活用し、正確に立式する力

を育成するために、文章問題

を意図的に学習に取り入れ

る。 

○数学的活動や既習事項を活用

して問題を解く学習を取り入

れ、児童の興味・関心を高め

ていく。 

○単元後も学習した内容の問題

を繰り返し解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を活用

し、視覚的に理解しやすいよ

うにする。 


